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たて込み簡易土留工法
たて込み簡易土留工法は、開削工事における土留方法を、親杭横

矢板土留の原理を応用して、掘削しながら土留を施工していく
こ

とが最も大きな特色であります。

この工法は、土圧を受ける左右両面のパネルをスライドレールと

切りばりで支えて箱形を作り、この箱形にしたパネルの内部を
バ

ックホーで掘削しながら所定の深さまで沈下させて土留を完成さ

せる、一種の潜函工法であります。

たて込み、引き抜き等の施工方法がシステム

化されており、作業員が掘削構内に入ること

なく、地上で容易に土留を設置し撤去するこ

とのできる安全性の高い工法です。

土留を施工するのに必要な重機は、バツクホ

ーとトラッククレーンだけですから、工事中

の振動、騒音が殆どなく、工事箇所周辺住民

にたいする公害の少ない工法です。

たて込み、引き抜き等の作業は、重機のオペ

レーターの他に一班5名で施工が可能であり、

他の工法と比較して少人数で施工できる工法

です。
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掘肖1、 たて込み、管布設、埋戻し、引き抜き

等の作業力測順繰りに連続して行われるため、

作業員、重機等のロスが少なく工期を確実に

短縮できる工法です。

たて込み簡易土留工法は、必要重機がバック

ホーとトラッククレーンのみであること、少

人数で施工できること、工期が短縮できるこ

となど経済的にも優れた工法です。
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掘 削 深 さ

掘 削 幅

地下埋設物
横断管が30m区間に4箇所以下、又は切廻し可能な

場合

架 空 線
架空線 (高圧線:電話線)が施ェ区間直キ6mμ下に |

架線されていないこと―   ‐

湧  ‐水 商辺地盤に影響を及ぼさない排水量









《HSミニパネル》軽量型機材

HSミ ニパネルは、近年下水道工事が枝線、面整備など掘削深

さが比較的浅く、又狭阻な場所での開削工事が多くなる傾向

にあるため、従来の機材をコンパクト化したたて込み簡易土

留工法軽量型機材です。

1.HSミ ニパネルの施工適用範囲

たて込み簡易土留機材には、軽量型 (掘削深さ15m～35m)と重

量型 (掘削深さ40m～60m)があります。HSミニパネルは軽量型

の土留機材です。

(1)掘削幅は埋設管の管径及び使用するバックホーの規格を考

慮して定める。

(2)掘削幅が3m以上の場合、対応可能な切りばりを用意する。

(3)路面のカッター幅は掘削幅+(50mm× 2)と する。

2.HSミニパネルの機種別適用掘削深と土留面積

HSミ ニパネルの機種は、掘削深さ15mか ら05m刻 みで35mま

で5機種あります。建設省は、下水道の開削工事の土留について、

最大掘削深制度を採用しているため、掘削深さによる機種選定

と土留面積は右表のようになります。

3.バックホー(油圧式)の機種選定

たて込み簡易土留工法に限り、狭隔な場所での施工では、02m3

のバックホーが標準規格として採用になりました。但し、この場

合、掘削深さが3m未満、掘削幅は1lm未満のみに適用されます。

4.ト ラッククレーンの機種選定

たて込み簡易土留工法に軽量型機材が採用されたことに伴い、

掘削深さが3m未満の場合、原則として トラッククレーンは48

～49屯 吊が標準規格となりました。但し、トラッククレーンの

規格については、現場条件を考慮して選定して下さい。

HSミニパネルは、 ｀たて込み簡易土留設計施工指針、に準拠
した安全性の高い製品であり、掘削深さ1.5mか ら3.5mまでの

上下水道工事、集落排水工事等の開削工事には最適の上留機

材と考えております。

なお、日Sミ ニパネルには、レールタイプとボックスタイプの

2機種があります。

たて込み簡易土留機材の選定図

〈HSミニパネル〉積算上の機種選定について
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HSミニパネル(レールタイプ)

●スライドレール

正面図
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形 式

最大掘肖1深 施工適用掘削深 スライドレール間隔 施工適用掘削幅

15型 15以下

085～ 30

20型 16-20

25型 21～ 25

30型 26-30

35型 31-35

形 式

呼称名 各 部 寸 法 mm 重  量 断面係数

L A N(kg)/本 Zcm。

15型 1.500 494 (504)

20型 2,000 580 844 (86)

25型 2,500 1,207

30型 3,000 1,815

35型

パネルの

種類

呼称名 各 部 寸 法 mm 重  量 断面係数

長さ
'

幅 a 厚さ t N(kg)/枚 zcm3/m

上パネル

2,412 932 (95)

2,412 546

2,412 1,500 2,492 (254) 157

下パネル
2.412 1,000 555

21412 1,500 564 2,972 (303)



●掘削幅及びカッター幅

カッター幅 〔B+(50mm× 2)〕

形 式

切りばり間隔 重  墨 切りばり長さ

Smm N(kg)/組 Lmm

15型 269(274)

枠状切りばり使用の場合

L=B―-450

単独切りばり使用の場合

L=B-350

20型 289(295)

25型 289(295)

30型 1.200 323(329)

35型 350(357)

●切りばり取付位置

スライ ドレールには、切りばり取付穴が150mmピ ッチにあい

ています。標準施工の場合、切りばり位置は、標準高さ(最下段穴)

に取付けます。但し施工条件に応じては、切りばりを最大高さ

まで上げて作業することが可能です。

又、大口径管等の布設において最下段切りばりが支障になる

場合は、捨ばり又は盛換ばりの施工を行って、最下段の切りば

りを取除くか、又は移動させることが可能です。

●パネル組合せ

●単独切りばり

●枠状切りばり
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切りばり長さL

1.5型

1                       2  5m                         l

2.0型

1                               2  5m                             l

2.5]型

1                       2  5m                      l

3.0型
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単独切りばり受金具

切 りは り長さL

切 りば り長さL

(パネルの外々の寸法 )

枠状切 りは り受金具

切 りは り 891φ ×55

下段切りばり取付位置
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15 055 100

20 0.60 120

080 125

30 085

090 105

※L=3.Omも 有ります
(この組合せ以外にも工事現場に応じて適宜に組み合わせて下さ









HS兼用パネル軽量型ボックスタイプ

形 式

最大掘削深 施工適用掘削深 1スバンの長さ 施工適用掘削幅

15型 15以下

085～ 30
20型 16-20

25型 2 1～ 25

30型 26～30

※備考 :HS兼用パネルはボックス方式、レール方式の何れの方式でも

施工可能な機材です。

1切 りばリジャッキーは両ネジ式で380mmの伸縮が可能です。

従って埋設管用切りばリジャッキーは、085mか ら12mの掘

削幅に対応できます。又、マンホール用切りばリジャッキー

は12mから30mまでの掘削幅に利用することができます。

2切 りばリジャッキーを伸ばす場合、左右のオネジが均等の長

さになるように伸ばして下さい。片方のオネジだけを伸ばさ

ないで下さい。

3切 りばリジャッキーを伸ばしてゆきますと赤マークが出ます。

赤マークが出た場合オネジが抜ける恐れがありますので、そ

れ以上伸ばさないで下さい。

●パネル
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パネルの

種類

呼称名 各 部 寸 法 mm 重量
の

数

ル

係
不ヽ

一ロ

パ

断 断面係数

長さ 2 幅 a 厚さ t N(kg)/枚 cm3/m

上パネル
3,000 500 1,305(133)

3,000 1,000 と,227(227)

下パネル
3,000 2.286(233)

3,000 1,500 〕,208(327)

呼|■■|■名 嚇一
T‐T 1重量

(ヽkgD

380 t75t17.84

380
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●レールタイプ

9

6

7

8

5

4

ス ラ イ ドレー ル

枠状切りばり受金具 549(56)

235(24)

連結管取付ボル ト

111 (113)

314 (032)

304  (31)

373  (38)

(134)
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●ボックスタイプ

別表に記載
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設 計
〔設計土圧〕

1掘削深 3m未満の部材設計に用いる土圧式はランキンレザールによります。
Pa=(qtt γ h)tan2(45° 一φ/2)-2c tan(45° 一φ/2)

ここに Pa

q

γ

h

φ

C

主働土圧強度 KN/m2(tf/m2)

路上の工事の場合の載荷重 10KN/m2(1.Otf/m2)

土の単位体積重量 KN/m3(tf/m3)

地表面よりの深さ(m)〔 KN/m2〕

土の内部摩擦角 (度 )

土の粘着力 KN/m2(tf/m2)

2掘削深 3m以上の部材設計に用いる土圧は、次の図によります。

表(1)掘 削深さによる係数

50m≦ H a=1

50m>H≧ 30m l a=7(H~1)

(a)砂質地盤土圧

γ:土の単位体積重量

a,b,c:表 (1),(2)に よる

(b)粘着地盤土圧

表 (3)による

N:地盤の平均 N(直

表 (3)土の単位体積重量 KN/m3(tf/m3)

ゆるいもの

18 (18)

17(17)

米占1生 ■  18(18) 14(14)

(掘削低面) (掘削低面) 表(2)地 質による係数

取扱品目

アルミサポート・軽量綱矢板・鉄板

LED電光盤・レンタカー・諸土木建設機械

販売元 邸 上 原 機 械
本   社
〒9010221

中部営業所

T904-2234

那覇営業所

T903-0802

豊見城市字座安 156-1
TEL.(098)850-3622
Fノ牡X.(098)850-3623
具志川市字州崎 7-10
TEL.(098)939…3622
FAX.(098)939-7813
那覇市首里大名町3丁 目173
TEL.(098)887‥3327
FAX。 (098)887-2530

製造元

株式会社HOSパネルサービス
〒1350033 東京都江東区深川262 泉屋ビル3F
丁EL.03(3630)9581 FAX.03(3630)9583


